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石田雄造。九州のとある町に暮らすその男の人生の、最後の一
年で起きた不思議な出来事たち。幼い頃、64 歳の誕生日に死ぬこ
とを予言された雄造は、平成 29 年 12月、63 歳の誕生日を迎えた。
それからの一年の、出会い、別れ、再会。
どこにでもあるそんな邂逅は、けれど最後の時間を過ごす雄造に

とってはかけがえないものだった。
もういちど、生きていることに恋をするためのささやかな物語。

■作・演出　永山智行　
■出演　　　かみもと千春　濵沙杲宏　有村香澄
　　　　 池田孝彰　大西玲子(青☆組)
■日時

2月23日(金・祝) 14：00開演
2月24日(土) 19：00開演
2月25日(日) 14：00開演 ※終演後トークあり
※開場は開演の30分前、受付は開演の60分前

■会場　三股町立文化会館
■チケット

一般 ………… 2,500円(当日3,000円)
U25割 ……… 1,500円(前売・当日とも)
やさい割 …… 2,000円(前売のみ)
※日時指定全席自由　※未就学児入場不可
※ U25割…公演当日、25歳以下の方が対象
※ やさい割…公演当日、ご家庭で収穫された野菜をご持参

■無料託児　要事前申込み
　三股町立文化会館 TEL：0986-51-3462
■主催

合同会社こふく劇場、三股町・三股町教育委員会
■助成　芸術文化振興基金助成事業
■お問い合わせ・チケットのご予約
　三股町立文化会館 TEL：0986-51-3462　

劇団こふく劇場　第17回公演

皆
で
つ
な
ぎ
、
皆
で
つ
か
ん
だ

９
度
目
の
栄
光

花と緑と水のまち
宮崎県 三股町

22 花と緑と水のまち
宮崎県 三股町

■公演名／みまた演劇フェスティバル「まちドラ！2024」
　　　　　町民参加型・朗読劇公演「ヨムドラ！」
■募集人数／約20人（参加費無料）
■対象／町内在住または職場が町内で、高校生以上の方
■演出／県外で活躍する演出家３名（20分ほどの作品を創作）
■上演日時／ 2024年5月25日（土）・26日（日） 
■稽古日程／ 4月･･･上旬から毎週木曜19:00 ～（週１回）
 5月･･･3チームに別れ、各チームで調整
 公演7日前から毎日の稽古となる見込みです。
■ 応募方法／申込書を「文化会館 事務室」「役場総合受付」「文

化会館ホームページ」で入手してください。申込書に必要事
項をご記入の上、文化会館へお持ちください。

■応募締切／ 3月31日（日）
■お問い合わせ／三股町立文化会館　℡0986-51-3462
　　　　　　　　https://bunka.town.mimata.lg.jp

2024 年 5 月。今年も、町民と全国から演劇人が集い
盛り上がる、三股の演劇のお祭り「まちドラ！」が開催され
ます。その中で開催される、町民参加型演劇「ヨムドラ！」
の出演者を募集いたします！演劇が初心者の方から経験者
まで、お気軽にご参加ください！

■日時　2024年3月8日（金） 19：00開演
※開場は開演の30分前、受付は開演の60分前

■会場　三股町立文化会館
■チケット

一般…2,000円（2,500円）
大学生以下…1,000円（当日同料金）
ぺア…3,000円（前売のみ販売）
未就学児…無料　※ 大学生以下は、入場時「学生証」の要提示

■出演　Twilight Trombone Quartet
　　　今村岳志・東川暁洋・廣田純一・佐藤敬一朗

■主催　三股町･三股町教育委員会
■お問い合わせ・チケットのご予約

三股町立文化会館　℡0986-51-3462

Twilight Trombone Quartet
Concertトワイライト・トロンボーンカルテット

コンサート

トロンボーンカルテットの迫力のあ
る、皆さんを包み込む甘く優しいサウ
ンド、そして、作曲家の歴史をさかの
ぼりトワイライト・トロンボーンカルテット
メンバーが自ら作曲家を演じる「西洋
音楽物語」も、演奏と一緒にお楽し
みください。

■プログラム
①４声のためのコンチェルト／テレマン
②テディー・トロンボーン／フィルモア
③ロンドンデリー・エアー／アイルランド民謡
④メリー・ウィドウ／レハール

　～西洋音楽物語～
バッハ、モーツアルト、メンデルスゾーン、ブラームス、ムソル
グスキー、ドビュッシー、ストラヴィンスキーの音楽を演奏

まちの演劇まちの演劇
やりたい人やりたい人
大募集大募集!!!!

ヨムドラ！とは…役者が台本を手に読みながら、声と簡単な動き
で演じる朗読劇の公演です。セリフを覚えなくて良いので初心
者でも気軽に参加できます！役者が台本(ドラマ)を読む＝ドラマ
をヨム＝ヨムドラ！

三股町はたちの成人式 ……２……２

スポーツ大会参加等激励金を交付しました…5　知ってください！国保のいろいろ…6スポーツ大会参加等激励金を交付しました…5　知ってください！国保のいろいろ…6
まちの話題…10まちの話題…10

328人が晴れ舞台



１
月
５
日
、
町
立
文
化
会
館
で
令
和
６

年
三
股
町
は
た
ち
の
成
人
式(

町
・
町
教

委
主
催)

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
の
新
20
歳
は
男
性
１
６
８

人
、
女
性
１
６
０
人
の
計
３
２
８
人(

町

外
在
住
の
本
町
出
身
者
を
含
む)

で
、
う

ち
２
２
４
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
有あ

り

馬ま

佐さ

恵え

さ
ん
、
上か

み

村む
ら

か

な
み
さ
ん
が
司
会
を
務
め
る
中
、
小こ

出い
ず

水み

愛あ
い

夏か

さ
ん
が
代
表
で
町
民
憲
章
を
読
み
上

げ
た
後
、
木
佐
貫
町
長
が
代
表
の
中な

か

西に
し

夏か

鈴り
ん

さ
ん
、
八や

重え

尾お

鴻こ
う

さ
ん
に「
は
た
ち
の

成
人
証
書
」を
授
与
し
ま
し
た
。続
く「
は

た
ち
の
意
見
発
表
」で
は
楠く

す
の
き

康こ
う

成せ
い

さ
ん
が

発
表
。
そ
の
堂
々
と
し
た
姿
に
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

第
２
部
の
記
念
行
事
で
は
、
西に

し

川か
わ

陽ひ

友ゆ
う

さ
ん
、
東ひ

が
し

奏そ
う

汰た

さ
ん
が
司
会
を
務
め
、
中

学
生
時
代
の
懐
か
し
い
写
真
を
た
く
さ

ん
使
っ
た
ス
ラ
イ
ド
上
映
や
当
時
の
担

任
教
師
な
ど
の
恩
師
が
登
壇
し
て
の
激

励
、
本
式
典
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
恩
師

か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
上
映
な
ど
が

あ
り
、
会
場
は
歓
声
と
笑
顔
に
包
ま
れ
た

ほ
か
、
再
会
を
喜
ぶ
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見

ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
と
運
営
を
行
っ
た
の
は
、

実
行
委
員
長
の
𦚰わ

き

黒く
ろ

丸ま
る

莉り

乃お

さ
ん
を
は
じ

め
と
す
る
７
人
の
実
行
委
員
。
昨
年
８
月

か
ら
定
期
的
に
集
ま
り
、
フ
ォ
ト
ブ
ー
ス

設
置
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
き
た
実
行
委

員
へ
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

三
股
町
は
た
ち
の
成
人
式

３
２
８
人
が
晴
れ
舞
台

はたちの成人証書授与（中西夏鈴さん）はたちの成人証書授与（中西夏鈴さん）

町民憲章朗誦（小出水愛夏さん）町民憲章朗誦（小出水愛夏さん） 司会（上村かなみさん・有馬佐恵さん）司会（上村かなみさん・有馬佐恵さん）

令
和
６
年

意
見
発
表

本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
よ

う
な
盛
大
な
式
典
を
催
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち

20
歳
を
代
表
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

私
は
20
年
前
、
三
股
町
で
生
ま
れ
、
今

こ
こ
に
い
る
仲
間
た
ち
と
と
も
に
中
学

生
活
を
送
り
、
さ
ら
に
多
く
の
人
に
支
え

ら
れ
て
こ
こ
ま
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
私
は
現
在
、
大
学
で
法
律
を
学

ん
で
い
ま
す
。
法
律
の
道
を
究
め
、
日
本

の
社
会
秩
序
を
守
る
検
察
官
に
な
る
こ
と

を
将
来
の
目
標
と
掲
げ
、
日
々
励
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
検
察
官
や
弁
護
士
と
い
っ

た
法
律
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

働
く
人
々
の
共
通
原
理
と
し
て
、「
罪
を

憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
」と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
か
つ
て
孔
子
が
唱
え
た

言
葉
で
、「
罪
を
憎
ん
で
罰
し
て
も
、罪
を

犯
し
た
人
ま
で
憎
ん
で
は
な
ら
な
い
」と

い
う
意
味
で
す
。
こ
の
言
葉
の
、
中
で
も

「
人
を
憎
ま
ず
」と
い
う
部
分
に
、20
歳
を

迎
え
、
こ
れ
か
ら
過
酷
な
社
会
を
生
き
抜

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
た
ち
に

と
っ
て
大
事
な
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
現
代
は
、
地
域
や
国
家
を
超

え
て
世
界
規
模
で
互
い
に
影
響
を
与
え
合

う
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
特
性
の
人
が
全
員
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
多
様
性
社
会
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
社
会
で
活
躍
す
る
た

め
に
は「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

が
必
須
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
様
々

な
人
と
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
た
め
に「
人
を
憎
ま
ず
、
愛
す
る

精
神
」が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
思
想
を
持
っ
た
人
が
集
ま
る
社
会

で
は
、
当
然
の
よ
う
に
意
見
の
相
違
が
み

ら
れ
、
対
立
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
対
立
が
国
同
士
で
あ
っ
た
場
合
、
対
立

は
や
が
て
武
力
行
使
へ
と
発
展
し
、
現
在

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
で
起
こ
っ
て

い
る
よ
う
な
戦
争
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
人
と
人
と
が
ぶ

つ
か
り
合
い
や
す
い
社
会
で
こ
そ
私
た
ち

は
互
い
を
愛
し
、
尊
重
し
合
う
こ
と
で
良

好
な
人
間
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
仁
愛
の
精

神
を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
後
世
に

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
担
う
私
た
ち
の
責
務
で
あ
り
、
使
命

で
す
。私
は
こ
れ
か
ら
、人
が
愛
し
合
い
、

国
が
愛
し
合
い
、
世
界
中
が
愛
し
合
う
平

和
な
社
会
の
構
築
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

さ
ら
に
勉
学
に
励
み
、
力
を
蓄
え
て
い
く

所
存
で
す
。

私
た
ち
の
中
に
は
、
私
の
よ
う
に
学
生

と
し
て
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
努

力
し
て
い
る
人
や
、
就
職
し
て
毎
日
奮
闘

し
て
い
る
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い

ま
す
。
立
場
や
場
所
は
違
え
ど
も
、
私
た

ち
に
は
確
実
に
、
１
つ
の
共
通
点
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
三
股
町
で
幼
少
期

を
過
ご
し
、
共
に
育
っ
た
こ
と
で
す
。
20

歳
を
迎
え
た
私
た
ち
は
、
三
股
町
の
看
板

を
背
負
う
も
の
と
し
て
、
た
く
ま
し
く
、

立
派
な
社
会
人
に
な
れ
る
よ
う
、
そ
し

て
、
三
股
町
だ
け
で
な
く
、
日
本
中
、
世

界
中
で
活
躍
で
き
る
人
材
に
な
れ
る
よ

う
精
進
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
お
誓

い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
式
典
を
開
催
し

て
く
だ
さ
っ
た
主
催
者
や
ご
来
賓
の
皆

様
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
、
20
年
間

育
て
て
く
れ
た
家
族
、
そ
し
て
と
も
に
歩

ん
で
き
た
仲
間
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

未
熟
な
私
た
ち
を
、
ど
う
か
今
後
も
温
か

い
目
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
は
た
ち
の
意
見

発
表
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

成人式の企画・運営を行った実行委員の皆さん成人式の企画・運営を行った実行委員の皆さん 恩師がお祝いに駆けつけました恩師がお祝いに駆けつけました

三股町はたちの成人式

楠　康成さん楠　康成さん

は
た
ち
の
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①�【
自
転
車
】藤ふ

じ

村む
ら

一か
ず

磨ま

：
２
０
２
３
Ｕ
Ｃ
Ｉ
世
界
選
手
権（
ロ
ー
ド
）（
８
月
４

日
～
13
日
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）

②�【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
①
】坂さ

か

田た

琉る

凪な

：
令
和
５
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会
第
53

回
全
国
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会（
８
月
20
日
～
23
日
・
高
知
県
）

③�【
サ
ッ
カ
ー
①
】セ
レ
ソ
ン
都
城
Ｆ
Ｃ（
甲か

斐い

蒼あ
お

斗と

、池い
け

島じ
ま

旺お
う

星せ
い

）：
Ｋ
Ｙ
Ｆ
Ａ

２
０
２
３
九
州
Ｕ
－
14
選
抜
サ
ッ
カ
ー
大
会（
９
月
30
日
～
10
月
１
日
・
大

分
県
）

④�【
少
林
寺
拳
法
】朝あ

さ

倉く
ら

仁じ
ん

、
千ち

代よ

森も
り

悠ゆ
う

希き

、
吉よ

し

川か
わ

飛ひ
ゅ
う

向が

、
渋し

ぶ

田た

姫ひ

彩い
ろ

、
富と

み

松ま
つ

勇ゆ
う

真ま

、
柴し

ば

田た

聖せ
い

矢や

：
２
０
２
３
年
少
林
寺
拳
法
世
界
大
会
in Tokyo,Japan

（
10
月
７
日
～
８
日
・
東
京
都
）

⑤�【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
②
】三
股
バ
ー
ド
ウ
イ
ン
グ（
本ほ

ん

城じ
ょ
う

達た
つ

広ひ
ろ（

監
督
）、坂さ

か

田た

結む

愛あ

、松ま
つ

迫ざ
こ

小こ

羽は

音ね

、落お
ち

合あ
い

駿し
ゅ
ん

太た

、松ま
つ

迫ざ
こ

翼つ
ば
さ）：

第
40
回
全
九
州
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会（
10
月
20
日
～
22
日
・
宮
崎
県
）

⑥�【
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
】【
ペ
タ
ン
ク
】三
股
町
ペ
タ
ン
ク
協
会（
北き

た

野の

勇い
さ
む、中な
か

野の

静し
ず

雄お

、
松ま

つ

山や
ま

量か
ず

朗あ
き

、
桑く

わ

畑は
た

ミ
ノ
リ【
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
】本も

と

村む
ら

理り

津つ

子こ

【
サ
ッ
カ
ー
】都
城
ヤ
ン
グ
マ
ン（
中な

か

原は
ら

和か
ず

彦ひ
こ

、久く

場ば

宏ひ
ろ

嗣つ
ぐ

）【
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー

ツ
】宮
崎
Ｄ
Ｓ
サ
ー
ク
ル（
上う

え

野の

佐さ

登と

子こ

）：
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
顔
の
え
ひ

め
２
０
２
３（
10
月
28
日
～
31
日
・
愛
媛
県
）

⑦�【
空
手
】錬
心
舘
三
股
支
部（
宮み

や

田た

陽は
る

太と

）：
道
統
少
林
寺
流
第
51
回
全
国
錬
心

舘
空
手
道
大
会（
11
月
３
日
・
沖
縄
県
）

⑧�【
サ
ッ
カ
ー
②
】セ
レ
ソ
ン
都
城
Ｆ
Ｃ
レ
デ
ィ
ー
ス（
藤ふ

じ

本も
と

萌も

空あ

）：
Ｋ
Ｙ
Ｆ
Ａ

第
28
回
九
州
Ｕ
－
15
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会（
11
月
３
日
～
５
日
・
佐

賀
県
）

⑨�【
卓
球
】Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Jr
．（
中な

か

島し
ま

輝ひ
か
る、宮み
や

田た

柚ゆ
ず

）：
２
０
２
３
年
全
日

本
卓
球
選
手
権
大
会（
カ
デ
ッ
ト
の
部
）（
11
月
３
日
～
５
日
・
徳
島
県
）

⑩�【
硬
式
野
球
】宮
崎
県
南
ボ
ー
イ
ズ（
田た

中な
か

琥り
ゅ
う

楽が

、田た

中な
か

凌る
い

楽と

、川か
わ

﨑さ
き

明あ
き

煌ら

）：

第
39
回
日
本
少
年
野
球
九
州
大
会（
11
月
３
日
～
５
日
・
福
岡
県
）

⑪�【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
①
】Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ（
新し

ん

澤さ
わ

津つ

小さ

夜よ

子こ

、松ま
つ

本も
と

英ひ
で

子こ

）：
第

35
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
い
そ
じ
大
会（
11
月
23
日
～
25
日
・
福

井
県
）

⑫�【
フ
ッ
ト
サ
ル
①
】Ａ
ｚ
ｕ
ｌ
都
城
Ｆ
Ｃ（
園そ

の

田だ

壌じ
ょ
う

太た

郎ろ
う

、中な
か

原は
ら

鉄て
っ

心し
ん

、馬ま

籠ご
め

祐た
す
く、堀ほ
り

内う
ち

瑛え
い

友と

、島し
ま

田だ

莉り

央お

、新し
ん

谷た
に

凛り

斗と

、中な
か

西に
し

亜あ

琉る

士と

）：
第
9
回
九
州
ジ
ュ

ニ
ア
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会（
12
月
２
日
～
３
日
・
鹿
児
島
県
）

⑬�【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
②
】Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ（
政ま

さ

野の

朝と
も

路み

、城し
ろ

下し
た

愛ま
ど

香か

）：愛
し
と
ー

と
カ
ッ
プ
第
49
回
九
州
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大
会（
11
月
24
日
～

25
日
・
佐
賀
県
）

⑭�【
フ
ッ
ト
サ
ル
②
】セ
レ
ソ
ン
都
城
Ｆ
Ｃ（
中な

か

山や
ま

新し
ん

吾ご

（
監
督
）、
甲か

斐い

蒼あ
お

斗と

、

早は
や

瀬せ

誉ほ
ま
れ、池い
け

島じ
ま

旺お
う

星せ
い

）：
Ｋ
Ｙ
Ｆ
Ａ
第
29
回
九
州
Ｕ
－
15
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権

大
会（
11
月
25
日
～
26
日
・
熊
本
県
）

令和５年度スポーツ大会参加等激励金交付団体

「
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
み
ま
た
」の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て

スポーツ大会参加等
激励金を交付しました

９月から12月に「三股町スポーツ大会参加等激励金」
の交付を受けた皆さんです（敬称略）。この激励金は、本
町のスポーツや文化の振興、競技力の向上を目的に、県・
九州代表として大会などへ参加する場合に交付されます

（ただし、国民体育大会、学校体育団体が主催・主管する
大会や強化合宿・学校活動の一環として開催される大会
は除きます）。

④③ ⑤ ⑥

⑧ ⑨⑦

⑪ ⑫

⑩

⑬ ⑭

① ②

Congratulations!
Congratulations!
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病
院
で
診
療
を
う
け
た
と
き
に
保
険
証
を

忘
れ
て
10
割
負
担
し
た
の
で
す
が
…

や
む
を
得
ず
、
保
険
証
を
持
た
ず
に
医
療

機
関
で
診
療
を
う
け
た
場
合
、
医
療
費
の

全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
後

日
、
申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
保
険
給
付
分
を

支
払
い
ま
す
。
申
請
に
は
、
診
療
内
容
が
記
載
さ

れ
た
明
細
書
、
領
収
証
、
印
鑑
、
保
険
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
、
世
帯
主
名
義
の
通
帳
、

身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

仕
事
中
に
け
が
を
し
た
の
で
す
が
…

仕
事
中
の
け
が
は
、
国
保
が
適
用
さ
れ
る

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
労
災
保
険
の
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
勤
務
先
の
保

険
担
当
者
、
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
国
保
年
金

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
有
効
期
限
が
ほ
か
の
人
と
違
う

こ
と
が
あ
る
の
は
ど
う
し
て
？

国
保
は
、
前
年
の
所
得
状
況
に
よ
り
負
担

区
分
や
国
民
健
康
保
険
税
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
る
た
め
、
毎
年
８
月
１
日
に
切
り
替
え

を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
有
効
期
限
は
７
月
31

日
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
制
度
上
、
７
月
31
日
よ

り
前
に
保
険
証
を
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
る
人

は
、
予
め
有
効
期
限
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
て
い

ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
？

国
民
健
康
保
険
の
給
付
に

関
す
る
こ
と
Ｑ
＆
Ａ

私たちが病気やけがをしたとき、病院に行って治療を受けたり、薬を処方しても
らったりします。国民健康保険などの健康保険に加入していれば、自己負担が医療
費の３割（70歳以上は原則２割）で治療を受けることができます。

知ってください！国保のいろいろ知ってください！国保のいろいろ

国内に住所がある人は、国民健康保険法という法律によって、国民健康保険、職場の健康保険（社会保険など）、
75歳以上の人は後期高齢者医療制度など、何らかの健康保険に加入することが義務付けられています。これら
の保険制度は、けがや病気に備えて被保険者の皆さんがお金を出し合い、安心して医療機関を受診できるように
助け合う制度という点では同じもので、何らかの保険に加入している証が保険証です。今回は、国民健康保険（国
保）について、その対象者や必要な手続きなどを確認していきましょう。

知ってください！国保のいろいろ知ってください！国保のいろいろ

町
が
指
定
し
た
施
術
所
で
は
り
・

き
ゅ
う
を
受
け
る
と
き
、
年
60
回
ま
で

助
成
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。
施
術
を

受
け
る
前
に
、
町
民
保
健
課
で「
は
り
・

き
ゅ
う
施
術
利
用
者
証
」の
交
付
申
請

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

国
保
の
加
入
者
が
出
産
し
た
と
き

は
、「
出
産
一
時
金
」
を
支
給
し
ま
す

（
令
和
６
年
度
か
ら
50
万
円
）。
出
産
す

る
医
療
機
関
で
手
続
き
を
行
う
と
、
出

産
費
用
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

額
を
差
し
引
い
た
額
を
医
療
機
関
窓
口

で
支
払
う
だ
け
で
済
む「
直
接
支
払
制

度
」が
原
則
で
す
。

勤
務
先
の
倒
産
や
解
雇
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
理
由
で
離
職
を
し
た
人
は
、

申
請
を
す
る
こ
と
で
、
一
定
期
間
の
軽

減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国民皆保険制度国民皆保険制度とはとは

は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
に

助
成
が
あ
り
ま
す

国
保
に
は
、
職
場
の
健
康
保
険
や
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

を
除
く
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。

国
保
に
加
入
す
る
人

国
保
に
加
入
す
る
の
は
こ
ん
な
人
で
す

加
入
す
る
場
合
に
必
要
な
も
の

●�「
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
資
格
喪
失
連
絡
票
」

　
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
日
を
確
認
し
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
身
分
証
明
書

※�

世
帯
主
以
外
の
人
が
手
続
き
に
来
る
場
合
は
、
世
帯
主
の
同

意
書
と
委
任
状

加
入
は
世
帯
ご
と
、被
保
険
者
は一人
ひ
と
り

国
保
で
は
、
世
帯
の
一
人
ひ
と
り
が
被
保
険
者
と
な
り
ま
す

が
、
加
入
は
世
帯
ご
と
に
行
い
、
世
帯
主
が
ま
と
め
て
加
入
手

続
き
を
し
ま
す
。ま
た
、国
民
健
康
保
険
税
は
、世
帯
全
員
分
を

ま
と
め
て
世
帯
主
へ
通
知
さ
れ
、納
税
義
務
者
も
世
帯
主
で
す
。

お店などを経営し
ている自営業の人

農業や漁業などを
営んでいる人

3カ月を超えて日
本に滞在するもの
と認められた外国
籍の人（例
外あり）

退職して職場の健
康保険などをやめ
た人

パートやアルバイ
トなどをしてい
て、職場の健康保
険などに加入して
いない人

※�

国
保
以
外
の
健
康
保
険
の
制
度
は
、

各
健
康
保
険
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
1
月
か
ら
開
始
】産
前
産
後
の
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度

令
和
５
年
11
月
１
日
以
降
に
出
産
※

（
予
定
）す
る
国
保
加
入
者
の
産
前
産

後
相
当
期
間（
単
胎
４
カ
月
分
、
多
胎

６
カ
月
分
）の
所
得
割
保
険
税
と
均
等

割
保
険
税
を
年
額
か
ら
減
額
し
ま
す
。

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
届
け

出
が
で
き
ま
す
の
で
、
出
産
予
定
者
の

国
民
健
康
保
険
証
と
母
子
健
康
手
帳
を

持
っ
て
町
役
場
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日（
４
カ
月
）

以
上
の
出
産
が
対
象
で
す（
死
産
、

流
産
、
早
産
お
よ
び
人
工
妊
娠
中
絶

の
場
合
も
含
む
）。

交
通
事
故
な
ど
、「
第
三
者
行
為（
相

手
の
過
失
）」に
よ
っ
て
け
が
を
し
た

場
合
は
、
届
け
出
に
よ
り
医
療
機
関
で

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
、
国
保
が
医
療
費
を
一
時
立
て

替
え
、
あ
と
で
加
害
者
に
過
失
割
合
に

応
じ
て
費
用
を
請
求
し
ま
す
。
届
け
出

が
な
い
と
、
加
害
者
に
請
求
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
示
談
を
す
る
と
そ
の
内

容
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
で
加
害
者
に

請
求
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
示
談
の
前
に
国
保
へ
の
連
絡

と
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
健
康
に
な
る
た

め
、
健
康
で
い
る
た
め
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
す
。
も
し
、
健
康
保
険

制
度
が
な
け
れ
ば
、
医
療
機
関
を
受

診
す
る
た
び
に
高
額
な
医
療
費
を
支

払
う
必
要
が
あ
り
、
健
康
を
維
持
す

る
こ
と
が
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
国
保
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
健
康
保
険
制
度
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
健
康
保
険
で
、

お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
は
、
わ
た

し
た
ち
や
ま
ち
の
未
来
を
支
え
る
こ

と
な
の
で
す
。

●
国
保
の
お
問
い
合
わ
せ
＝

　

町
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
☎
52
－
９
６
３
１

国
保
に
は
次
の
よ
う
な
制

度
も
あ
り
ま
す

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

が
あ
り
ま
す

保
険
税
の
軽
減
措
置
が
あ

り
ま
す

交
通
事
故
な
ど
で
病
院
に

か
か
る
と
き

健
康
保
険
は
助
け
合
い

の
制
度
で
す

こ
ん
な
疑
問
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

●�
70
歳
に
な
る
人
＝
70
歳
の
誕
生
月
の
月
末（
誕

生
日
が
１
日
の
人
は
誕
生
日
の
前
日
）

●�

75
歳
に
な
る
人
＝
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
は
誕
生
日
の
前
月
に

オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
。

●�

在
留
期
間
満
了
日
を
迎
え
る
外
国
籍
の
人
＝
在

留
期
間
満
了
日

●�

町
外
に
住
民
票
を
異
動
し
て
い
る
学
生
＝
３
月

31
日

70
歳
に
な
っ
た
ら
窓
口
の
負
担
割
合
が
変

わ
り
ま
す
か
？

70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月（
１
日
生
ま
れ
の

人
は
当
月
）１
日
か
ら
医
療
機
関
で
の
負

担
割
合
が
、
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
２
割
に
変
更

に
な
り
ま
す
。
更
新
さ
れ
た
保
険
証
は
誕
生
月
の

末
日
ま
で
に
届
く
よ
う
郵
送
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
は
、
負
担
割
合

が
３
割
の
ま
ま
変
更
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

会
社
の
社
会
保
険
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、

保
険
証
が
届
く
ま
で
の
間
、
国
民
健
康
保

険
証
は
使
え
ま
す
か
？

社
会
保
険
に
加
入
し
た
日
以
降
に
国
保
の

保
険
証
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
使
用
し
た
場
合
、
国
保
か
ら
医
療
機
関
へ
支

払
っ
た
額
を
、
後
日
ご
本
人
に
請
求
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
社
会
保
険
証
が
お
手
元
に
届
い
た
ら

社
会
保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
、

国
民
健
康
保
険
証
、
身
分
証

明
書
を
持
っ
て
、
町
役
場
で

国
保
を
脱
退
す
る
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
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L I B R A R Y

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

「 Twilight Trombone Quartet 」
今村岳志さん（ 本町出身 ）

「 まちドラ！ 2023 」
本番の様子

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

としょかん寄席
落語を聴いてみませんか

クリスマスかざりをつくりました

こ
ん
に
ち
は
！
三
股
の
新
し
い

Ａ
Ｌ
Ｔ
、マ
ー
テ
ィ
ン
で
す
。
私
が

熱
中
し
て
い
る
こ
と
の一つ
が
旅
行

で
す
。こ
れ
ま
で
、日
本
を
は
じ
め

メ
キ
シ
コ
や
コ
ス
タ
リ
カ
な
ど
10

か
国
を
訪
れ
、
多
様
な
文
化
を
学

ん
だ
り
、
各
地
の
食
べ
物
や
絶
景

を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

来
日
し
て
ま
だ
数
カ
月
で
す

が
、
宮
崎
県
内
も
何
カ
所
か
巡
り

ま
し
た
。
最
初
に
訪
れ
た
青
島
神

社
で
見
た
の
は
、ユ
ニ
ー
ク
な
鬼
の

洗
濯
岩
と
結
婚
式
を
祝
う
た
く
さ

ん
の
人
。
１
日
の
終
わ
り
に
食
べ

た
の
は
ト
マ
ト
ラ
ー
メ
ン
で
す
。

日
南
の
鵜
戸
神
宮
に
も
行
き
ま

し
た
。
海
を
見
下
ろ
す
崖
沿
い
に

建
つ
こ
の
神
社
の
本
殿
は
、
小
さ

な
洞
窟
の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

か
ら
南
下
し
た
都
井
岬
で
は
、
出

迎
え
て
く
れ
た
野
生
の
馬
と
日
向

灘
が
ま
さ
に
絶
景
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
南
の
海
の

幸
は
旅
の
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
す
お

い
し
さ
で
し
た
。

最
後
に
訪
れ
た
の
は
高
千
穂
峡

で
す
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
初
体
験

の
川
下
り
を
し
ま
し
た
。
真
名
井

の
滝
に
近
づ
く
と
、
赤
や
黄
色
に

色
づ
い
た
紅
葉
が
ま
る
で
宝
石
の

よ
う
で
、
夢
の
よ
う
な
景
色
で
し

た
。
こ
の
日
の
締
め
く
く
り
に
食

べ
た
の
は
、
宮
崎
を
代
表
す
る
食

べ
物
、チ
キ
ン
南
蛮
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行

く
の
が
楽
し
み
で
す
。

も
し
、
お
す
す
め
の

場
所
が
あ
っ
た
ら
ぜ

ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

地域おこし協力隊通信 vol.48

三
浦
好
子

千
年
の
都
へ
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
雛ひ

な

か
ざ
る
女
ら
も
艶つ

や

め
い
て
を
り

ど
の
局
も
津
波
特
番
流
す
夜
天
皇
崩
御
の
と
き
思
い
出
す

[

短
歌]

 

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
元
日
の
テ
レ
ビ
画
面
に
突
然
、
津
波
警
報
の
テ
ロ
ッ
プ
が
出
て
、
そ

の
後
、
能
登
半
島
地
震
の
報
に
切
り
変
わ
り
ま
し
た
。
地
デ
ジ
も
Ｂ

Ｓ
も
す
べ
て
津
波
特
番
。
昭
和
天
皇
崩
御
の
と
き
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
次
々
、
明
ら
か
に
な
る
甚
大
な
被
害
。
被
災
地
の
方
に
一
刻

も
早
く
平
穏
な
日
々
が
戻
り
ま
す
よ
う
に
。

300

土
井
恵
子

今
年
も
そ
ろ
そ
ろ
「
お
ひ
な
さ
ま
」
の
季
節
で
す
。
幾
つ
に
成
っ
て

も
女
性
は
心
が
浮
き
立
ち
ま
す
。
小
倉
邸
で
も
「
ひ
な
ま
つ
り
」
の

準
備
中
で
す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
下
さ
い
。

外国語指導助手のコーナー

今月の表紙

『栄光の瞬間』

第14回宮崎県市町村対抗駅伝大会

１月８日、宮崎市で行われた第
14 回宮崎県市町村対抗駅伝大会
は県内全市町村から 1 チームずつ
が参加。12 区間、39.2㎞で順位を
争いました。町村の部９回目の優勝
を目指す三股チームは序盤から快
走。１区から良い位置につき、２区で
１位になるとそのまま１位を譲るこ
となくゴール。最終走者の岸村さ
んはゴールテープをきる瞬間、雄
たけびを上げ、ガッツポーズをして
いました。選手だけでなく、スタッ
フや家族など、みんなでつかみ取っ
た勝利となりました。

わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

令
和
５
年
の
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
本

昨
年
貸
出
の
多
か
っ
た
本
や
視
聴
覚
資
料

を
紹
介
し
ま
す
。
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
本
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
一
般
書
】

「
教
き
ょ
う

誨か
い

」 

柚ゆ

月づ
き

裕ゆ
う

子こ

／
著　

小
学
館

「
ハ
ヤ
ブ
サ
消
防
団
」池

い
け

井い

戸ど

潤
じ
ゅ
ん

／
著　

集
英
社

「
財
布
は
踊
る
」 

原は
ら

田だ

ひ
香か

／
著　

新
潮
社

「
三
千
円
の
使
い
か
た
」

原
田
ひ
香
／
著　

中
央
公
論
新
社

【
児
童
書
・
絵
本
】

「
く
だ
も
の
さ
ん
」

ｔ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ 

ｔ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
／
著

学
研
プ
ラ
ス

「
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
ラ
ー
メ
ン
や
さ
ん
」

工
藤
ノ
リ
コ
／
著　

白
泉
社

「
大
ピ
ン
チ
ず
か
ん
」

鈴
木
の
り
た
け
／
著　

小
学
館

【
視
聴
覚
資
料
】（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

「
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
夢
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工

場
」、「
譲
ら
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
へ
」

◆ 

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

「
と
し
ょ
か
ん
寄
席
」を
行
い
ま
す

　

｢

と
し
ょ
か
ん
寄
席｣

を
２
月
24
日(

土)

午
後
２
時
か
ら
行
い
ま
す
。
今
回
は
、
ア
マ

チ
ュ
ア
落
語
家
の
柱
は
し
ら

大だ
い

輔す
け

さ
ん
に
よ
る
落
語

で
す
。
観
覧
希
望
の
人
は
、
町
立
図
書
館
の

窓
口
か
電
話
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

図
書
館
で
は
、
気
軽
に
落
語
を
楽
し
め

る
絵
本
や
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
も
、
多
数
そ

ろ
え
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
か
ざ
り
を
つ
く
っ
て
み
よ
う

12
月
16
日
と
23
日
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
か
ざ

り
制
作
を
行
い
ま
し
た
。
紙
コ
ッ
プ
で
つ
く

る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
、
折
り
紙
を
ツ

リ
ー
の
形
に
し
た
切
り
紙
で
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。
古
紙
を
利
用
し
た

リ
ー
ス
づ
く
り
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
か
ざ

り
作
り
を
親
子
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ク

リ
ス
マ
ス
の
絵
本
や
工
作
、
折
り
紙
の
本
も

あ
わ
せ
て
準
備
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
本
も
楽

し
む
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

り
で
す
。
そ
の「
ま
ち
ド
ラ
！
」に
出
演
す
る

町
民
の
皆
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
！

朗
読
劇
な
の
で
セ
リ
フ
は
覚
え
な
く
て

も
大
丈
夫
！
４
月
か
ら
週
１
回
の
練
習
を

し
て
１
週
間
前
か
ら
プ
ロ
の
演
出
家
の
指

導
で
、
20
分
ほ
ど
の
短
編
劇
を
創
作
し
ま

す
。「
演
劇
が
好
き
だ
！
」、「
お
芝
居
を
し
て

み
た
い
！
」、「
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て
み
た

い
！
」
な
ど
な
ど
、
演
劇
初
心
者
か
ら
演
劇

好
き
ま
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

み
ま
た
座
20
年
目
の
本
公
演
！

３
月
31
日
、「
演
劇
講
座
み
ま
た
座
20
期

生
本
公
演
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
20
年
前
、
い

つ
も
子
ど
も
た
ち
が
い
る
生
き
生
き
と
し
た

劇
場
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
生

ま
れ
た「
み
ま
た
座
」で
す
。
こ
れ
ま
で
に
延

べ
３
６
０
人
の
子
ど
も
た
ち
が
在
籍
し
ま
し

た
。
20
年
目
の
子
ど
も
た
ち
の
演
劇
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
！

◆ 

公
演
情
報
は
、
本
誌
裏
面
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

音
楽
を
劇
と
一
緒
に
楽
し
も
う
！

３
月
８
日
、『T

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

w
ilight T

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

rom
bone Q

カ
ル
テ
ッ
ト

uartet 
c

コ
ン
サ
ー
ト

oncert

』
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
公
演
は
、
東
京
藝
術
大
学
出
身
の
今い

ま

村む
ら

岳た
け

志し

（
本
町
出
身
）、
東
ひ
が
し

川か
わ

暁あ
き

洋ひ
ろ

、
廣ひ
ろ

田た

純
じ
ゅ
ん

一い
ち

、
佐さ

藤と
う

敬け
い

一い
ち

朗ろ
う

の
４
人
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

奏
者
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

第
一
部
は
、
通
常
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲

コ
ン
サ
ー
ト
。
第
二
部
は
、
西
洋
音
楽
物
語

と
題
し
て
、
バ
ッ
ハ
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
扮

し
て
、
曲
や
作
曲
の
解
説
を
コ
ミ
カ
ル
な
劇

で
お
届
け
し
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
美
し
い
音

色
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
初
め
て
の
人

で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
公
演
と
な
っ
て
い
ま

す
。
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
芝
居
を
初
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

５
月
24
日
～
26
日
、
み
ま
た
演
劇
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル「
ま
ち
ド
ラ
！
２
０
２
４
」が
行
わ

れ
ま
す
。
町
の
施
設
を
利
用
し
た
４
つ
の
特

設
劇
場
を
巡
っ
て
、
お
芝
居
を
楽
し
む
！
と

い
う
毎
年
５
月
に
開
催
さ
れ
る
演
劇
の
お
祭

「美しい宮崎を探検しました」

今年が始まり、すでに１か月も経ったことに驚きを隠せ

ません。新年に起こった未曽有の災害には心痛く、一日も

早い回復をお祈りします。微力ながら自分自身にできるこ

とで復興支援に取り組んで行ければと思います。今回の災

害は自分自身の在り方、人との関わり合いについて考えさ

せられました。そんな中、年明けから取り組み始めている

のが協力隊の幕引きに向けての活動報告会の資料作りです。

資料作成に取り組んでいると、本当にこの５年間で多くの

経験、体験、出会いにあふれた時間を過ごしていたのだと

改めて感じました。本当に感謝しかありません。お金では

手にはいらない人生の豊かさを得ることができました。ど

こまで地域に貢献できたのかは分

かりませんが、残りあと数カ月、最

後までお付き合いいただけたらと

思います。

『私にできること、
私がしてきたこと。』
地域おこし協力隊 江

え

森
もり

　聡
さとし

さん

マーティン・ゴンザレス
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題話のちま

12
月
18
日
、長
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
の
笠か

さ

島し
ま

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
が
木
佐

貫
町
長
に
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議

会
表
彰
を
受
賞
し
た
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、（
公
社
）日
本
Ｐ
Ｔ

Ａ
全
国
協
議
会
主
催
の
日
本
Ｐ
Ｔ

Ａ
創
立
75
周
年
記
念
式
典
で
授
与

さ
れ
た
も
の
で
す
。長
田
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
は
、長
田
小
で
毎
年
行
わ
れ
る

田
植
え
や
稲
刈
り
の
準
備
と
管
理

や
地
域
で
の
廃
品
回
収
、児
童
と

地
域
住
民
と
の
交
流
会
の
主
催

な
ど
、学
校
と
保
護
者
だ
け
で
な

く
、学
校
と
地
域
を
結
ぶ
団
体
と

し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
表
彰

長
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
受
賞

「
長
田
小
は
、
小
規
模
特
認
校
な
ら
で
は
の
学

校
と
保
護
者
と
地
域
の
連
携
が
魅
力
で
す
。長

田
地
区
に
関
わ
る
全
員
で
活
動
し
て
い
る
気
持

ち
で
す
」

笠か
さ

島し
ま

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん

（
轟
木
在
住
）

受
賞
者

12
月
10
日
、豊
栄
学
園
都
城
東

高
校
で
、調
理
科
３
年
生
の
卒
業

作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当

日
、生
徒
た
ち
は
真
夜
中
か
ら
調

理
を
行
い
、３
年
間
で
学
ん
だ
知

識
や
技
術
を
注
ぎ
込
ん
だ
集
大

成
の
料
理
を
披
露
。会
場
内
に
並

べ
ら
れ
た
和
食
、洋
食
、中
華
や

お
菓
子
は
、保
護
者
や
こ
れ
ま
で

指
導
し
て
き
た
教
師
な
ど
に
感

謝
の
言
葉
と
と
も
に
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。料
理
を
味
わ
っ
た
保

護
者
か
ら
の「
お
い
し
い
」の
声

に
、生
徒
た
ち
は
、照
れ
な
が
ら

も
自
信
に
満
ち
た
表
情
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

３
年
間
の
集
大
成
を
披
露

都
城
東
高
で
調
理
科
卒
業
作
品
展
開
催

「
学
校
生
活
を
支
え
て
も
ら
っ
た
感
謝
を
込
め

て
作
り
ま
し
た
。就
職
先
で
も
、
こ
の
学
校
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」

黒く
ろ

木き

瑞み
ず

季き

さ
ん

（
山
王
原
在
住
）

都
城
東
高
校

３
年

12
月
26
日
か
ら
、町
立
図
書
館

入
口
に
絵
が
２
枚
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
の
絵
は
、画
家
の
河
野

宗
平
さ
ん
に
よ
る「
太
陽
の
国
」

と「
希
望
と
い
う
名
の
光
Ⅲ
」と

い
う
作
品
で
す
。
元
中
学
校
美

術
教
師
の
河
野
さ
ん
は
、一
目
で

わ
か
る
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た「
笑

顔
」が
作
品
の
特
徴
で
、
三
股
中

勤
務
時
の
平
成
17
年
に「
み
ま
た

座
」１
期
生
の
本
公
演
イ
メ
ー
ジ

画
を
手
掛
け
て
以
来
、三
股
中
離

任
後
も
、総
合
文
化
施
設
10
周
年

記
念
作
品「
お
は
よ
う
、わ
が
町
」

の
イ
メ
ー
ジ
画
を
描
く
な
ど
、本

町
と
ゆ
か
り
の
深
い
画
家
で
す
。

画
家
の
河か

わ

野の

宗そ
う

平へ
い

さ
ん
か
ら

町
へ
絵
を
２
作
品
寄
贈

「
宮
崎
の
風
土
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
の

顔
を
描
い
た
２
作
品
で
す
。見
る
た
び
に
さ
ま

ざ
ま
な
発
見
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
」

河か
わ

野の

宗そ
う

平へ
い

さ
ん

（
都
城
市
在
住
）

寄
贈
者

12
月
19
日
、町
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
が「
み
ま
た
ん
宅
食
ど
う

ぞ
便
」に
餅
の
寄
贈
と
11
月
に
行

わ
れ
た
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
の
益

金
の
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。女
団

連
に
よ
る
食
品
の
寄
贈
は
、ど
う

ぞ
便
の
開
始
以
来
、毎
年
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ど
う
ぞ
便
」は
、
町
社
協
が

行
っ
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も

が
い
る
生
活
困
窮
世
帯
に
野
菜
や

米
、加
工
品
な
ど
を
配
る
事
業
の

こ
と
。今
回
贈
呈
し
た
餅
は
女
団

連
会
員
10
人
が
機
械
で
つ
い
た
も

の
で
、合
計
８
４
０
個
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
で
４
回
目

女
団
連
が
ど
う
ぞ
便
に
餅
な
ど
を
提
供

Topics

大
会
記
録
で｢

町
村
の
部｣

連
覇

第
14
回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

自分の記録はあまりう
れしい結果ではありま
せんでした。来年も代
表になって１位と区間
賞をとりたいです。

１
区（
小
学
生
男
子
）

瀬せ

尾お 

悠ゆ
う

介す
け

さ
ん

楽しく走ることができ
ました。次回は区間賞
を目指して頑張りたい
です

２
区（
中
学
女
子
）

高た
か

添ぞ
え

健け
ん

心し
ん

さ
ん

選手全員が自分の力を
そのまま出せたことで
胸を張れる走りができ
ました。選手、家族、ス
タッフの総合力、つまり
｢三股魂｣の勝利です。

監　
督

米よ
ね

田だ　

 

透と
お
る

さ
ん

昨年とは違う区間を楽
しく走ることができま
した。区間賞を狙って
いたので、取れてうれ
しいです。来年も走り
たいと思います。

４
区（
小
学
生
女
子
）

坂さ
か

元も
と 

愛ま
な

花か

さ
ん

たすきをもらうまでは
緊張していました。区
間賞を取ることができ
ましたが、もっと走れ
たと思うので、少し悔
しいです。

２
区（
中
学
生
女
子
）

瀬せ

戸と

山や
ま 

実み

桜お

さ
ん

途中の上りでタイムを
落としてしまったのが
悔しかったです。来年
も走れたら、６区の花
岡先輩の記録を抜き
たいです。

３
区（
中
学
生
男
子
）

竹た
け

田だ 

櫂か
い

司じ

さ
ん

三股からの応援の人
もたくさんいて、楽し
く走ることができまし
た。何より無事にたす
きをつなげることがで
きてよかったです。

５
区（
50
歳
以
上
）

大お
お

久く

保ぼ　

 

誠ま
こ
と

さ
ん

落ち着いて、楽しく走
ることができました。
目標タイムを達成でき
ただけでなく、区間賞
と区間新記録を取れて
うれしく思います。

６
区（
中
学
生
男
子
）

花は
な

岡お
か 

利り

玖く

斗と

さ
ん

花岡君の走りに触発さ
れ、前のチームとの距
離を詰めることができ
ました。世代間のつな
がりの強さが三股の強
さの土台だと思います。

７
区（
一
般
）

野の

﨑さ
き 　

覚さ
と
る

さ
ん

楽しく走ることができ
ました。次回は区間賞
を目指して頑張りたい
です

２
区（
中
学
女
子
）

高た
か

添ぞ
え

健け
ん

心し
ん

さ
ん

昨年より調子がよく、
目標以上の走りができ
ました。中学生のパワ
フルさ、元気の良さが
チームの雰囲気を強く
していると思います。

10
区（
一
般
）

冨と
み

永な
が 

昌ま
さ

輝き

さ
ん

緊張からか、気持ちが
先走ってしまい、課題の
多い走りとなりました。
目標は順位キープだっ
たので、最低限の走り
はできたと思います。

８
区（
高
校
生
）

早わ
さ

田だ 

駿し
ゅ
ん

希き

さ
ん

緊張したけど、楽しく
走ることができまし
た。練習は大変だった
けど、友達が支えてく
れたので続けることが
できました。

９
区（
小
学
生
女
子
）

本も
と

村む
ら 

紗さ

弥や

さ
ん

走り始めるまでは緊張
していました。でも、
沿道ではたくさんの
人が応援してくれてい
て、楽しく走ることが
できました。

11
区（
小
学
生
男
子
）

石い
し

上が
み 

日ひ

葵び
き

さ
ん

最後の直線に入ると、
監督の声が聞こえたの
で、しっかり声を出して
ガッツポーズでゴール
できました。うれしい気
持ちでいっぱいでした。

12
区（
高
校
生
）

岸き
し

村む
ら 

大た
い

尊そ
ん

さ
ん

力走を終えた三股チーム

ゴール後、喜び合う選手とスタッフ緊張のスタート 思いをこめた「たすき」をつなぐ

１
月
８
日
、
宮
崎
市
で「
第
14
回

宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大

会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
県
内

全
市
町
村
か
ら
１
チ
ー
ム
ず
つ
が
出

場
。コ
ー
ス
は
、県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト・

ゴ
ー
ル
と
す
る
12
区
間
39
・
２
㌔
㍍
で

す
。
昨
年
の
町
村
の
部
で
大
会
記
録

を
更
新
す
る
走
り
で
８
度
目
の
優
勝

を
果
た
し
た
本
町
は
、
米よ

ね

田だ

透と
お
る

監
督

の
下
で
連
覇
に
向
け
て
練
習
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
競
技
の
結
果
「
町
村
の

部
」に
お
い
て
、大
会
記
録
を
３
分
近

く
更
新
す
る
２
時
間
５
分
48
秒
で
見

事
優
勝
。
総
合
で
も
宮
崎
市
、
都
城

市
に
次
ぐ
３
位
の
成
績
で
、２
大
会
連

続
、
９
度
目
の
栄
冠
を
つ
か
み
ま
し

た
。
個
人
で
は
、２
区（
中
学
生
女
子
）

瀬せ

戸と

山や
ま

実み

桜お

さ
ん
、３
区（
中
学
生

男
子
）竹た

け

田だ

櫂か
い

司じ

さ
ん
、４
区（
小
学

生
女
子
）坂さ

か

元も
と

愛ま
な

花か

さ
ん
、６
区（
中

学
生
男
子
）花は

な

岡お
か

利り

玖く

斗と

さ
ん
、10
区

（一般
）冨と

み

永な
が

昌ま
さ

輝き

さ
ん
、11
区（
小
学

生
男
子
）石い

し

上が
み

日ひ

葵び
き

さ
ん
が
区
間
賞

を
獲
得
す
る
力
走
を
見
せ
、
盤
石
の

走
り
で「
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
み
ま
た
」

を
県
内
全
域
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

12
月
10
日
に
大
阪
府
で
行
わ

れ
た「
国
際
親
善
空
手
道
選
手
権

大
会
」に
出
場
し
た
日ひ

高だ
か

ひ
な
さ

ん
、久く

保ぼ

田た

漣れ
ん

大だ
い

さ
ん
が
、12
月

27
日
、木
佐
貫
町
長
に
大
会
結
果

を
報
告
し
ま
し
た
。

２
人
は
選
手
が
１
対
１
で
対

戦
す
る
形
式
の「
組
手
」
に
出

場
。
世
界
各
国
の
選
手
が
出
場

す
る
中
、日
高
さ
ん
は
小
学
５
・

６
年
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ク
ラ

ス
無
差
別
級
に
出
場
し
優
勝
、

久
保
田
さ
ん
は
中
学
男
子
２・
３

年
上
級
無
差
別
級
に
出
場
し
３

位
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

国
際
親
善
空
手
道
選
手
権
に
出
場

日
高
さ
ん
、
久
保
田
さ
ん
が
結
果
報
告

「
２
回
戦
で
昨
年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
勝
っ
た

勢
い
の
ま
ま
、決
勝
で
も
全
力
を
出
し
切
っ
て

勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

日ひ

高だ
か

ひ
な
さ
ん

（
勝
岡
小
５
年
）

報
告
者

「
食
べ
盛
り
の
子
ど
も
た
ち
に
、
令
和
６
年
が

明
る
い
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
、お
正
月
に
ほ
っ

こ
り
し
て
ほ
し
い
と
願
い
な
が
ら
準
備
し
ま
し

た
」森も

り　

秋あ
き

生み

さ
ん

（
勝
岡
在
住
）

女
団
連
会
長
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せら知おせら知お  

●
警
察
安
全
相
談
室　
☎
＃
９
１
１
０

●
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

☎
０
９
８
５
－
60
－
１
８
２
２

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
法
務
省
）

☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

●�

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

☎
０
９
８
５
－
38
－
８
３
０
０

●
町
女
性
相
談
所　
☎
52
－
０
９
９
９

●
町
役
場
総
務
課
行
政
係

☎
52
－
１
１
１
２

※
緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

12
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人
三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
忌
明
寄
付

●
一
般
寄
付

三
股
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会�

…
…
…
…
３
万
７
９
０
５
円

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
益
金（
み
ま
た
ん
宅

食
ど
う
ぞ
便
へ
寄
付
）

藤
元
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
付
属
医
療

専
門
学
校
…
…
…
…
…
…
５
０
０
０
円

（
バ
ザ
ー
収
益
金
）

●
共
同
募
金　

（
株
）シ
ル
バ
ー
バ
ッ
ク
・
Ｓ
Ｂ（
シ
ル

バ
ー
バ
ッ
ク
三
股
店
）�　

…
…
…
…
２
万
４
９
４
５
円

20
歳
に
な
っ
た
人
に
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」

や
納
付
書
な
ど
が
届
き
、
国
民
年
金
に
加

入
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⃝
�

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
老

齢
年
金
の
ほ
か
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
や
家
族
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
受
け
取
る
こ
と
の
で
き

る
、障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

⃝
�

国
民
年
金
保
険
料
は
支
払
い
方
法
が
選

べ
ま
す

①
納
付
書

②
口
座
振
替

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド　
な
ど

※�

１
カ
月
当
た
り
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
１
万
６
５
２
０
円（
４
月
か
ら
は

１
万
６
９
８
０
円
）で
す
。

※�

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い（
前
納
）

す
る
と
、
保
険
料
が
割
引
に
な
る
の
で

お
得
で
す
。

⃝
�

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
の

た
め
に
保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

前
年
所
得
が
基
準
以
下
の
学
生
を
対
象

と
し
た
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。

⃝

対
象
者
＝

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
大
学

院
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部

の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
人

で
す
。

【
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
】

本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、
保
険
料
が「
免
除
」ま
た
は「
猶
予
」

さ
れ
る
制
度
で
す
。

⃝

お
問
い
合
わ
せ
＝

町
民
保
健
課　
国
保
年
金
係

☎
52
－
９
６
３
１

都
城
年
金
事
務
所

☎
23
－
２
５
７
１

国
が
実
施
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム【
通
称
：
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
】の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練（
第
４
回
）に
合
わ
せ
て
、

本
町
で
も
情
報
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
町
内
各
所
に
設
置
し
て
い
る
防
災
行

政
用
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
次
の
日

程
で
音
声
が
一
斉
に
流
れ
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

日
時
＝
２
月
９
日（
金
）

　
午
前
11
時
ご
ろ

※�

災
害
発
生
や
気
象
状
況
に
よ
っ
て
は
、

情
報
伝
達
試
験
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
中
止
す
る
場
合
は
、
町
公
式

サ
イ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⃝

お
問
い
合
わ
せ
＝

総
務
課
危
機
管
理
係

☎
52
－
１
１
１
０

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

● 

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８
０
０
８

● 

宮
崎
県
女
性
相
談
所

　
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
９
８
５
－
22
－
３
８
５
８

令
和
５
年
度
は
、
三
股
町
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
の
施
行
か
ら
10
周
年
と
い
う
記

念
の
年
で
す
。町
で
は
、こ
の
10
年
の
間
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

な
か
で
も
平
成
30
年
度
か
ら
検
討
を
始
め

た「
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
」は
、
そ

の
核
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

10
周
年
の
節
目
の
年
に
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、
五
本

松
団
地
跡
地
を
暫
定
的
に
利
用
し
、
町
民

主
体
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
締
め
く
く
り
を
飾
る
事
業
と

し
て「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開

催
し
ま
す
。

町
が
取
り
組
ん
で
い
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
今

回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
町
民
参
加
型
で
企
画

し
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
中
心
地
の
活

性
化
と
周
辺
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
く
い
ま
ー
る
」の
路
線
再
編
に
つ
い
て

も
ご
説
明
し
ま
す
。

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝

日
時
＝
２
月
16
日（
金
）

午
後
７
時
～
９
時
予
定

※
開
場
は
午
後
６
時
30
分
～

⃝

場
所
＝
町
立
文
化
会
館

⃝

内
容
＝

・
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
の
進
捗
状
況

・ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
く
い
ま
ー
る
」

の
路
線
再
編

※�

詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
、
町
公
式
サ
イ

ト
や
町
公
式
ラ
イ
ン
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

⃝

料
金
＝
入
場
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

⃝

お
問
い
合
わ
せ
＝

企
画
商
工
課

五
本
松
交
流
拠
点
施
設
推
進
室

☎
52
－
１
１
２
０

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
に
よ
り

死
亡
・
け
が
を
し
た
場
合
に
、
お
互
い
に

助
け
合
い
、
見
舞
金
を
支
払
う
制
度
で

す
。
次
の
と
お
り
加
入
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

⃝
支
部
長
を
通
じ
て
の
申
込
期
間
＝

２
月
１
日（
木
）
～
３
月
22
日（
金
）

⃝

共
済
期
間
＝
４
月
１
日
～

令
和
７
年
３
月
31
日（
１
年
間
）

※�

個
人
で
申
し
込
み
を
す
る
場
合
は
、
４

月
以
降
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
共
済
期

間
は
、
受
付
日
の
翌
日
～
３
月
31
日
で

す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝

加
入
資
格
＝
町
民（
外
国
人
住
民
含
む
）

※�

修
学（
学
生
）の
た
め
一
時
的
に
町
外

に
転
出
し
て
い
る
人
も
加
入
で
き
ま

す
。

⃝
�

申
込
方
法
＝
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
掛
金
を
添
え
て
、
支
部
長
ま
た

は
町
役
場（
案
内
窓
口
）・
郵
便
局（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
）ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※�

申
込
用
紙
は
、
支
部
長
へ
配
付
し
ま

す
。
ま
た
、
町
役
場
の
案
内
窓
口
に
も

あ
り
ま
す
。

⃝

共
済
掛
金
＝
１
人
に
つ
き
５
０
０
円

⃝

お
問
い
合
わ
せ
＝
町
役
場

　
案
内
窓
口

☎
52
－
１
１
１
１

今
年
も
５
月
24
日（
金
）～
26
日（
日
）

に
開
催
の「
ま
ち
ド
ラ
！
２
０
２
４
」内

で
行
わ
れ
る
朗
読
劇
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
朗
読
劇
と
は「
台
本
を
読
み
な
が

ら
簡
単
な
動
き
だ
け
で
演
じ
て
い
く
劇
」

の
こ
と
で
す
。
演
劇
経
験
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
。
台
本
を
覚
え
る
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
！
幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
楽
し
く
稽
古
を
し
な
が
ら
、
出
会
っ

た
み
ん
な
の
力
で
一
つ
の
作
品
を
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

⃝

募
集
人
数
＝
約
20
人

⃝
�

対
象
＝
町
内
在
住
ま
た
は
職
場
が
町
内

で
高
校
生
以
上
の
人
。
た
だ
し「
上
演

日
の
２
日
間
と
も
必
ず
参
加
で
き
る

人
」と
し
ま
す
。

⃝

上
演
日
＝
５
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

⃝
�

稽
古
＝
４
月
上
旬
か
ら
毎
週
木
曜
日

の
夜
を
中
心
に
週
に
１
回
。
公
演
７

日
前
か
ら
毎
日
の
稽
古
と
な
る
見
込

み
で
す
。
場
所
は
主
に
町
立
文
化
会

館
で
す
。

⃝

参
加
費
＝
無
料

⃝
�

応
募
方
法
＝
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
町
立
文
化
会
館
事
務
室
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は「
町
立

文
化
会
館
事
務
室
」、「
町
役
場
案
内

窓
口
」に
あ
り
ま
す
。
ま
た「
町
立
文

化
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
事
も
可
能
で
す
。

⃝

応
募
締
め
切
り
＝
３
月
31
日（
日
）

⃝

お
問
い
合
わ
せ
＝
町
立
文
化
会
館

☎
51
－
３
４
６
２

町
立
文
化
会
館
で「
第
36
回
三
股
町
文

化
合
同
展
」を
開
催
し
ま
す
。
町
文
化
協

会
で
活
躍
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
作
品
が

一
挙
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
各
部
門
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

⃝

日
時
＝
２
月
27
日（
火
）～
３
月
３
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※�

２
月
27
日（
火
）
は
午
前
10
時
か
ら
、

３
月
３
日（
日
）は
午
後
４
時
ま
で

⃝

場
所
＝
町
立
文
化
会
館

⃝
�

展
示
作
品
＝
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
茶

道
、華
道
、短
歌
、陶
芸
、押
花
、版
画
、

刺
し
ゅ
う
、
園
芸
木
工
、ち
ぎ
り
絵
な
ど

⃝

入
場
料
＝
無
料

⃝

お
問
い
合
わ
せ
＝

　
三
股
町
文
化
協
会（
担
当
：
尾
山
）

　
☎
０
９
０
－
８
４
１
７
－
０
６
４
０

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
種
目
の
交
流
大
会
を
始
め
、
健
康
や
福

祉
に
関
す
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

高
齢
者
を
中
心
と
す
る
国
民
の
健
康
保

持
・
増
進
、
社
会
参
加
、
生
き
が
い
の
高

揚
を
図
り
、
ふ
れ
あ
い
と
活
力
あ
る
長
寿

社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

実
施
種
目
は
、
競
技
実
施
要
項
ま
た
は

県
社
会
福
祉
協
議
会
の
公
式
サ
イ
ト
で
確

認
で
き
ま
す
。

愛
の
ご
寄
付

⃝
�

参
加
資
格
＝
60
歳
以
上（
昭
和
40
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

⃝
�

開
催
日
＝
５
月
19
日（
日
）※
日
程
が

異
な
る
競
技
も
あ
り
ま
す

⃝
�

会
場
＝
ひ
な
た
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園

ほ
か

⃝

申
し
込
み
先
＝

① 

町
教
育
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係（
中
央

公
民
館
内
）

・
期
間
＝
２
月
１
日（
木
）～
29
日（
木
）

② 

県
社
会
福
祉
協
議
会
・
長
寿
社
会
推
進

セ
ン
タ
ー

・
期
間
＝
２
月
１
日（
木
）～

　
　
　
　
３
月
15
日（
金
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
期
間
内
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※�

申
込
用
紙
・
競
技
実
施
要
項
は
中
央
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
社
会
福

祉
協
議
会
公
式
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⃝
�

参
加
料
＝
５
０
０
円（
参
加
決
定
後
に

送
付
さ
れ
る
振
込
用
紙
で
郵
便
振
り

込
み
）

⃝
�

お
問
い
合
わ
せ
＝

県
社
会
福
祉
協
議
会

長
寿
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
５
－
31
－
９
６
３
０

フ
ァ
ク
ス
０
９
８
５
－
31
－
９
６
６
５

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者（
学
生
・
農
林
漁
業
者
・
自

営
業
者
・
無
職
の
人
な
ど
）は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

上か
み

石い
し

雄ゆ
う

三ぞ
う

母

ミ
チ
子こ

91

谷

3
万
円

大お
お

重し
げ　

透と
お
る

妻

ひ
ろ
子こ

75

上
新

5
万
円

山や
ま

下し
た

月つ
き

子こ

母
木き
佐さ
貫ぬ
き
光み
つ

100

下
新

3
万
円

平ひ
ら

畑は
た

京き
ょ
う

子こ

夫

忠た
だ
勝か
つ

73
西
植
木
3
万
円

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の
暴

力
に
関
す
る
相
談
窓
口

「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を

開
催
し
ま
す

市
町
村
交
通
災
害
共
済
の
加
入

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

町
民
参
加
型
演
劇「
ヨ
ム
ド

ラ
！
」出
演
者
募
集

「
宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
２
４
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）の
全
国一斉
情
報
伝
達

試
験（
第
４
回
）を
実
施
し
ま
す

第
36
回
三
股
町
文
化
合
同
展
を

開
催
し
ま
す
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誕
生
日
の
お
友
達
を
み
ん
な
で
お
祝
い

し
ま
し
ょ
う
。予
約
は
不
要
で
す
。

●
期
日
＝
３
月
12
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

一
時
的
な
託
児
や
保
育
施
設
へ
の
送
迎

な
ど
、
困
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
の
育
児
の
お
手
伝
い
を
す
る「
ま
か
せ

て
会
員｣

の
養
成
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

「
ま
か
せ
て
会
員｣

は
、講
習
会
で
基
本
的

な
知
識
を
身
に
付
け
て
か
ら
、
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

●
講
習
会
＝

・
日
時
＝

２
月
14
日（
水
）

　
午
前
８
時
40
分
～
午
後
３
時
30
分

２
月
15
日（
木
）

　
午
前
８
時
50
分
～
11
時

※
２
日
間
と
も
受
講
が
必
要
で
す

・
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
元
気
の
杜｣

・�

内
容
＝
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
小
児

科
医
、心
理
士
、保
育
士
、消
防
士
な
ど

に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
講
義

・
受
講
料
＝
無
料

※�

預
か
る
子
ど
も
の
年
齢
、活
動
の
内
容
、

日
時
な
ど
は
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
期
日
＝
３
月
７
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
５
年
２
月
生
ま
れ

　
　
　
　
令
和
５
年
12
月
生
ま
れ

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

※�

希
望
者
に
は
、
お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養

相
談
も
実
施
し
ま
す
。
お
っ
ぱ
い
相
談

希
望
者
は
タ
オ
ル
３
枚
程
度
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
２
月
15
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
３
年
８
～
９
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
希

望
者
に
は
こ
と
ば
の
相
談
、
栄
養
相
談

も
実
施
し
ま
す
。

●
期
日
＝
２
月
29
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
２
年
５
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、検
尿

祉福と健保祉福と健保

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
毎
週
水
曜
日

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生

※
予
約
が
必
要
で
す
。

乳
幼
児
を
抱
っ
こ
し
て
負
荷
を
か
け
て

行
う
ス
ト
レ
ッ
チ
を
紹
介
し
ま
す
。

●
期
日
＝
３
月
５
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～

●
場
所
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
元
気
の
杜｣

大
会
議
室

●
講
師
＝
中な

か
筋す

じ
清き

よ
人ひ

と
先
生

　
　
　
（
健
康
運
動
指
導
士
）

●�

対
象
＝
首
が
座
っ
た
く
ら
い
か
ら
３
歳

く
ら
い
ま
で
の
乳
幼
児
と
母
親

●
準
備
＝
乳
児
は
、抱
っ
こ
紐

　
　
　
　
（
ス
リ
ン
グ
は
不
可
）

●
主
催
＝
宮
日
母
子
福
祉
事
業
団

●
定
員
＝
８
組

※
予
約
が
必
要
で
す
。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
お
き
な
木
」に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。

●
期
日
＝
３
月
７
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

※
予
約
が
必
要
で
す
。

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
心
理
相
談
、
こ
と
ば

の
相
談
、栄
養
相
談
も
実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜｣

の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
、
保
護
者
同
伴
が
原
則

で
す
。
開
放
日
は
月
曜
～
金
曜
の
午
前
９

時
～
正
午
と
、
午
後
１
時
～
３
時
で
、
開

放
日
に
合
わ
せ
て
、
毎
月
楽
し
い
行
事
や

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
公
式
サ
イ
ト
で
も
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
と
遊
べ
る
場
所
を
探
し
て
い

る｣

「
お
友
達
を
つ
く
り
た
い｣

保
護
者
は
、

ぜ
ひ
親
子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ふ
わ
ふ
わ

布
絵
本
の
会｣

の
手
作
り
の
作
品
を
使
っ

た
お
は
な
し
会
で
す
。

●
期
日
＝
２
月
20
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

※
予
約
が
必
要
で
す
。

親
子
で
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一

緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽
し
い

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

�

☎
52
－
８
１
０
１

赤
ち
ゃ
ん
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

子
ど
も

※�

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。（
平

日
１
時
間
あ
た
り
６
０
０
円
、
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
は
８
０
０
円
）

※�

補
償
保
険（
保
険
料
は
セ
ン
タ
ー
が
負

担
）に
加
入
し
て
い
ま
す
。

●�

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

た
ん
ぽ
ぽ　
☎
51
－
５
６
８
８

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
ス
ト

レ
ッ
チ
、
音
楽
に
あ
わ
せ
な
が
ら
、
歩
く

動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。
運

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
２
月
19
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、タ
オ
ル
、水
分

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
な
ど
、
誰
で
も

気
兼
ね
な
く
自
由
に
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
交
流
の
場
で
す
。

●
日
時
＝
３
月
21
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

※
予
約
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者
＝
が
ん
患
者
、家
族
な
ど

●
場
所
＝

　
国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

●
お
申
し
込
み
先
＝

国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
－
４
１
１
－
３
２
９

　
（
平
日
の
午
後
５
時
ま
で
）

総
ぐ
る
み
献
血
参
加
運
動
と
は
、
町
内

の
全
て
の
皆
さ
ん
に
献
血
の
協
力
を
呼

び
掛
け
る
運
動
で
、
県
、
各
市
町
村
、
推

進
団
体
、
血
液
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、
県

内
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
輸
血
用
の
血
液

は
、
事
故
や
手
術
だ
け
で
な
く
、
そ
の
多

く
は
病
気
治
療
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
血
液
は
長
期
保
存
が
で
き
な

い
た
め
、
常
に
皆
さ
ん
の
協
力
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。
安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定

し
た
供
給
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
日
＝
２
月
27
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

●
場
所
＝
町
役
場

●
献
血
の
種
類
＝
４
０
０
㍉
㍑
献
血

●
献
血
対
象
者
＝

　
男
性
：
17
～
69
歳
、女
性
：
18
～
69
歳

・
体
重
50
㌔
㌘
以
上
の
体
調
の
良
い
人

※�

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
人
は
60
～
64
歳

ま
で
に
献
血
経
験
が
あ
る
人
に
限
ら

れ
ま
す
。
そ
の
他
、
当
日
の
問
診
で
献

血
で
き
な
い
と
判
断
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
出
前
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

は
、
周
り
の
人
の
理
解
や
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
自
分
や
家
族
が
認
知
症

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

一　
般

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　��

☎
51
－
５
６
８
８

に
な
っ
た
場
合
で
も
、
認
知
症
に
対
す
る

正
し
い
知
識
が
あ
れ
ば
、
早
期
に
対
応
で

き
、
症
状
の
悪
化
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

講
座
は
、
誰
で
も
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
開
催
場
所
や
日
時
な
ど
は
希
望

に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
自
治

会
や
学
校
、
企
業
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
興

味
の
あ
る
団
体
は
、
お
気
軽
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

お
し
ゃ
べ
り
が
ん
サ
ロ
ンルピ

ナ
ス

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ��

☎
52
－
８
６
３
４・９
０
６
３

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
ご
存
知
で
す
か
？

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本

お
は
な
し
か
い

親
子
教
室

（
親
子
で
の
び
の
び
ス
ト
レ
ッ
チ
）

誕
生
会（
12・１
月
生
ま
れ
の
お
友
達
）

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す

２
月
27
日（
火
）は「
三
股
町
総
ぐ

る
み
献
血
参
加
運
動
」の
日
で
す

３
歳
児
健
診

足もと元気教室
●日程＝2月15日～3月14日までの分
地区名 時間 場所 日程

1地区 午前９時30分～11時 第1地区分館
２月16日（金）

３月１日（金）

2地区 午後１時30分～３時 2地区交流プラザ ３月７日（木）

3地区 午後１時30分～３時 第3地区分館 ３月14日（木）

4地区 午前９時30分～11時 第4地区分館 ２月21日（水）

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 ２月15日（木）

蓼池 午前９時30分～11時 蓼池児童館
２月15日（木）

３月７日（木）

花見原 午前９時30分～11時 花見原コミュニティセンター ３月６日（水）

餅原 午前９時30分～11時 餅原営農研修館 ２月19日（月）

三原 午後１時30分～３時 三原コミュニティセンター
２月21日（水）

３月６日（水）

中原 午前９時30分～11時 中原コミュニティセンター
２月28日（水）

３月13日（水）

今市 午前９時30分～11時 今市児童館 ３月４日（月）

下新 午前９時30分～11時 第7地区分館 ３月８日(金)

8地区 午後１時30分～３時 第8地区分館 ２月16日(金)

9地区 午後１時30分～３時 第9地区分館
２月28日（水）

３月13日（水）

※今回、８地区は午後１時３０分からとなります。
● 準備するもの＝体操のできる服装、タオル、シューズ、水分補給用

の飲み物
※ 2月1日～14日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照ください。
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交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第14位／令和５年11月30日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

情のしらく　 報情のしらく 報

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

税のお知らせ ● 税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和６年１月１日現在） ◦男／11,909人◦女／13,517人◦合計／25,426人（前月比−7人）
◦世帯数／10,395戸（+5戸）◦出生／13人◦死亡／31人◦転入／56人◦転出／45人

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

休日急患診療機関くらしのカレンダー 〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕

★コロナウイルス対策により、急きょ休館になる場合があります。ホームページでご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３
可燃物

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
可燃物
図書館休館日

可燃物 白色トレイ
ペットボトル

可燃物

11
建国記念の日

12
振替休日

13 14 15 16 17

図書館休館日
可燃物
図書館休館日

可燃物 缶・ビン 可燃物

18 19 20 21 22 23
天皇誕生日

24
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

不燃物 可燃物

25 26 27 28 29
可燃物
図書館休館日

可燃物

2月 5月

二次元コードを
読み込むと町の
公式ホームペー
ジのアドレスが
表示されます。

休日急患診療機関 2月

２月２９日（木）は納期限です
　納期限内に納付しましょう。
●固定資産税（第4期）
●国民健康保険税（第8期）
口座振替は2月26日（月）に行います。また、再振替

は3月11日（月）に行います。前日までに預貯金口座の
残高確認をお願いします。なお、解約などで口座振替がで
きなかった場合は、「口座振替不能用の納付書」を送付し
ます。納付書に記載されている納付場所で早急に納めて
ください。
■お問い合わせ=納税管理係　☎52-9635

町県民税申告が始まります
　令和6年度（令和5年分）町県民税申告を2月1日（木）
から3月15日（金）まで受け付けます（土曜・日曜は除く。
2月1日（木）から7日（水）までは事前予約制）。申告日時
や申告に必要なものなどは、「１月15日付回覧」に添付し

たチラシをご参照ください。昨年に引き続き、申告書にマ
イナンバーの記載が必要です。
⃝申告が必要な人
　令和6年１月１日現在、町内に住所があり、
・事業所得などがある人（申告が必要でない人を除く）
・�社会保険料控除や医療費控除など、その他諸控除の
適用を受けようとする人
・�非課税所得（遺族年金・雇用保険金など）がある人
・�収入が全くない人（所得・課税証明や国民健康保険税
などの算定に必要）

⃝申告が不要な人
・所得税の確定申告書を税務署に提出する人
・�給与所得のみで、勤務先から年末調整済みの給与支
払報告書が町に提出され、医療費控除など年末調整の
対象とならない諸控除の適用を受けない人
・公的年金所得のみで、諸控除の適用を受けない人
■お問い合わせ＝住民税係　☎52-9638

地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
は
、
時

と
し
て
想
像
を
超
え
る
力
で
襲
い
か
か

り
、
大
規
模
な
災
害
で
あ
る
ほ
ど
行
政
の

手
が
行
き
届
か
な
く
な
り
ま
す
。

災
害
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す
る
た

め
に
は
、
一
人
一
人
が
自
ら
の
命
は
自
ら

守
る
意
識
を
持
ち
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に

備
え
る
準
備
が
重
要
で
す
。
平
時
か
ら
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、
自
分
の
周
り

に
ど
の
よ
う
な
災
害
の
危
険
が
あ
る
の

か
考
え
、備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・�

避
難
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
家

具
の
向
き
や
配
置
を
工
夫
す
る
。

・�

家
具
は
転
倒
し
な
い
よ
う
に
、
壁
に
固

定
す
る
な
ど
対
策
を
と
る
。

・�

窓
ガ
ラ
ス
、
テ
レ
ビ
、
電
子
レ
ン
ジ
な

ど
、
災
害
発
生
時
、
部
屋
ご
と
に
ど
の

よ
う
な
危
険
が
あ
る
の
か
を
考
え
て
、

対
策
を
と
る
。

・�

手
の
届
く
と
こ
ろ
に
、
懐
中
電
灯
や
ス

リ
ッ
パ
、ホ
イ
ッ
ス
ル
を
備
え
る
。

電
気
や
ガ
ス
、
水
道
、
通
信
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
ン
が
止
ま
っ
て
も
自
力
で
生
活

で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
飲
料
水
や
非
常

食
な
ど
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が
大
事

で
す
。

【
災
害
時
に
備
え
た
備
蓄
品
の
例
】

・�

飲
料
水
…
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
を

目
安
に
３
日
分

・�

食
品
…
ご
は
ん(

ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
１

人
５
食
分)

、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
板
チ
ョ

コ
、乾
パ
ン
な
ど
、
１
人
最
低
３
日
分

・�

下
着
、衣
類
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど

毎
日
の
買
い
物
で
食
料
や
生
活
必
需

品
を
少
し
多
め
に
購
入
し
て
お
く｢

日
常

備
蓄｣

は
、
無
駄
に
な
ら
な
い
備
蓄
と
し

て
お
す
す
め
で
す
。
ま
た
、
非
常
用
持
ち

出
し
品
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
詰
め
て

お
き
、
い
つ
で
も
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ

う
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
安
否
確
認
や
集
合
場
所

な
ど
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

災
害
発
生
時
は
、
地
域
の
自
主
防
災
組

織
な
ど
の
地
域
で
助
け
あ
う
組
織
が
あ

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
地

域
の
防
災
活
動
に
積
極
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

※�

参
考
※
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン「
災
害

時
に
命
を
守
る
一
人
ひ
と
り
の
防
災

対
策
」

一
人
ひ
と
り
の
防
災
対
策

家
の
中
の
安
全
対
策

※ 休日急患診療機関の診療時間は午前9時～午後6時です。やむを得ず変更
する場合がありますので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間
急病センター☎36-8890まで）。なお歯科については☎25-4100にお問
い合わせください。

日 病院名 町　名 電話番号

４ 日

児玉小児科（小） 花 繰 町 ☎25-5570
冨田医院（内） 栄 町 ☎23-4586
みしま内科クリニック（内・循） 三 股 町 ☎51-8100
都北ごとうクリニック（外・消・呼・乳・肛） 都 北 町 ☎38-6060
なかむら整形外科クリニック(整) 平 江 町 ☎36-5333
くぼた眼科（眼） 南鷹尾町 ☎26-3100

11 日

原田医院（内・小・外） 郡 元 町 ☎26-3330
藤元総合病院（内） 早 鈴 町 ☎22-1717
都城明生病院（内・泌） 金 田 町 ☎38-1120
まつもと心臓血管外科クリニック（循外・内） 東 町 ☎36-8926
ながはま整形外科（整） 都 北 町 ☎46-7188
いそいち産婦人科医院（産・婦） 平 塚 町 ☎22-4585

12 月

沖水こどもクリニック（小） 太郎坊町 ☎27-5656
森山内科・脳神経外科（内） 南鷹尾町 ☎21-5000
ライフクリニック（内） 安 久 町 ☎39-2525
三州病院（外・内） 花 繰 町 ☎22-0230
清風会クリニック（泌） 栄 町 ☎25-1177
たき心療内科クリニック（心内・精・神内） 若 葉 町 ☎46-9191

18 日

仮屋医院（内・小） 上水流町 ☎36-0521
鵜木循環器内科医院（循・内） 花 繰 町 ☎26-0008
瀬ノ口医院（内・消） 姫 城 町 ☎25-5155
宗正病院（外） 八 幡 町 ☎22-4380
酒井皮膚科医院（皮） 北 原 町 ☎25-5322
あきづき医院（精） 上水流町 ☎36-0534

23 金

共立医院（小） 蔵 原 町 ☎22-0213
ベテスダクリニック（内） 年 見 町 ☎22-1700
海老原内科（内） 山 田 町 ☎64-1211
都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳） 下 川 東 ☎80-4313
横山病院（泌） 都 島 町 ☎22-2806
いわよし耳鼻咽喉科クリニック（耳鼻） 千 町 ☎36-5555

25 日

政所医院（小・内） 高 城 町 ☎58-2171
野辺医院（内・胃） 上　 町 ☎22-0153
坂田医院（内・消・胃） 三 股 町 ☎51-2003
安藤胃腸科外科医院（消・外・内） 豊 満 町 ☎39-2226
いき形成外科ひふ科クリニック(形・皮) 年 見 町 ☎45-0020
中山産婦人科医院（産・婦） 前 田 町 ☎23-8815

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
や
避
難
へ

の
備
え

安
否
情
報
の
確
認
方
法
を
家
族

で
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

地
域
で
支
え
あ
う
自
主
防
災
組
織

【おわび】スポーツ特別講演
会は中止となりました
２月２４日（土）午後３時から多目的スポー
ツセンターで開催を予定していた谷口浩
美氏を講師に招いてのスポーツ特別講演
会は、都合により中止となりました。
参加を予定されていた皆さまには誠に申
し訳ありませんが、ご理解のほどよろしく
お願いいたします。

●お問い合わせ
　教育課スポーツ振興係　☎５２-９３１２
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信
三
股
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス

「
三
股
魂
で
頑
張
る
ぞ
ー
！
」。
１

月
の
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会
で

９
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
三
股
チ
ー
ム

を
、
区
間
新
記
録
の
走
り
と
力
強
く
大
き

な
声
で
盛
り
上
げ
た
中
心
選
手
が
花
岡

さ
ん
だ
。
父
親
の
勧
め
で
小
学
１
年
生
か

ら
陸
上
を
始
め
、
中
学
校
で
は
駅
伝
部
に

入
部
。
当
初
は
記
録
が
伸
び
悩
む
も
、
顧

問
の
米
田
先
生
か
ら
の「
自
信
を
持
て
」

と
い
う
言
葉
に
奮
起
す
る
と
、
走
る
だ
け

で
な
く
駅
伝
部
の
主
将
や
生
徒
会
役
員
、

学
級
委
員
長
を
積
極
的
に
務
め
る
こ
と

で
自
信
と
責
任
感
を
身
に
付
け
、
今
で
は

３
０
０
０
㍍
の
自
己
記
録
が
９
分
を
切

る
全
国
レ
ベ
ル
の
選
手
へ
と
成
長
し
た
。

「
い
つ
も
応
援
し
て
く
れ
る
人
や
親
に
、

恩
返
し
に
な
る
走
り
を
見
せ
た
い
」と
話

す
全
身
に
は
力
が
み
な
ぎ
る
。
４
月
か
ら

は
小
林
高
校
に
進
学
、
ま
ず
は
全
国
高

校
駅
伝
出
場
を
狙
い
、
そ
の
先
に
箱
根
駅

伝
、実
業
団
を
見
据
え
る
。「『
三
股
魂
！
』

と
叫
ぶ
と
力
が
湧
く
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人

か
ら
も
力
を
も
ら
い
ま
す
」と
話
す
花
岡

さ
ん
は
、三
股
魂
を
胸
に
走
り
続
け
る
。

今月は、１月５日に行われた「はた
ちの成人式」の様子を掲載していま
す。当日は、式典の前も後も、会場
のあちこちで再会を喜ぶ声が聞こ
えていました。20 歳というと就職や
進学で地元に残る人、県外に出る人
など、大きな変化が起きている年代
です。中学校卒業からすると約５年
ぶりの再会は、お互いに変わったと
ころと変わっていないところを確認
できたのではないでしょうか。今はＳ
ＮＳがあるおかげで距離も時間も関
係なくつながることができる時代で
す。それも便利でいいのですが、写
真や文字だけでは伝わらないものが
この空間にはあふれているなと思い
ながら、たくさんの写真を撮りまし
た。なんだか自分が 20 歳のときを
思い出し、学生のときの友人に連絡
してみたくなりました。〈や〉

茶じょけ

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL 0986-52-1111（代表） 
FAX 0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown
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ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
178

下
新
在
住 

花は
な

岡お
か 

利り

玖く

斗と

（
15
）さ
ん

三
股
魂
を
胸
に
走
り
続
け
る

●
万
能
な
み
そ

今
回
は
原
田
青
果
さ
ん
の
新
商

品「
大に

ん

　に
く蒜
味
噌
」と「
生
姜
味
噌
」を

ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
は「
大
蒜
味

噌
」。
九
州
な
ら
で
は
の
甘
め
の
麦

み
そ
に
、
粗
切
り
に
し
た
ニ
ン
ニ
ク

を
加
え
て
い
ま
す
。
ア
ク
セ
ン
ト
に

コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
と
唐
辛
子
を
加
え
、

ピ
リ
ッ
と
く
る
辛
さ
が
後
を
引
く
旨

辛
な
商
品
で
す
。
続
い
て
は「
生
姜

味
噌
」。
こ
ち
ら
も
甘
め
の
麦
み
そ

に
ザ
ク
ザ
ク
と
粗
み
じ
ん
に
し
た
生

姜
を
加
え
た
み
そ
で
、
ゆ
ず
果
汁
を

加
え
る
こ
と
で
サ
ッ
パ
リ
と
し
た
風

味
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
み

そ
も
、
そ
の
ま
ま
野
菜
に
つ
け
て
食

べ
た
り
、
ご
飯
に
の
せ
て
食
べ
て
も

お
い
し
い
で
す
よ
。

こ
の
２
種
類
の
み
そ
を
使
っ
て
、

実
際
に
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
と
鶏
肉
の
み

そ
炒
め
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
マ
ー

ボ
ー
豆
腐
に
は「
大
蒜
味
噌
」を
使

用
。
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
や
唐
辛
子
が

入
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
み
そ
だ
け

で
も
お
い
し
い
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
に
な

り
ま
し
た
。
鶏
肉
の
み
そ
炒
め
に
は

「
生
姜
味
噌
」を
使
用
、ゆ
ず
の
風
味

が
効
い
た
さ
わ
や
か
な
味
付
け
で
し

た
。
ど
ち
ら
も
ご
飯
が
進
む
こ
と
間

違
い
な
し
の
商
品
で
す
。
一
度
お
試

し
く
だ
さ
い
。

ん
じ
ゃ
様

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

定
休
日
／
毎
週
木
曜（
祝
日
を
除
く
）

http://mimatan.com

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や　
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

だ
よ
り

No.136

POST CARD

お手数ですが
63 円切手を
貼ってお出し

ください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係�行

2024.2　vol.642

わが家の一番星わが家の一番星

わが家の一番星 町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
ご長寿万歳 町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
※ 「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。

また町公式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス… https://www.town.mimata.lg.jp）

木き

下し
た 

心こ

暖は
る

ち
ゃ
ん

令
和
５
年
５
月
20
日
生
ま
れ（
０
歳
）

木
下
琢
朗
さ
ん・千
紘
さ
ん
の
長
女

た
く
さ
ん
食
べ
て
、
た
く
さ
ん
寝
て
、

大
き
く
元
気
に
育
っ
て
ね
！

菫
乃
ち
ゃ
ん
、
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
キ
ラ
キ
ラ

笑
顔
が
た
く
さ
ん
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
楽

し
く
過
ご
し
て
い
こ
う
ね
。

吉よ
し

永な
が 

菫こ
ん

乃の

ち
ゃ
ん

令
和
５
年
４
月
28
日
生
ま
れ（
０
歳
）

吉
永
裕
子
さ
ん
の
長
女

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！

問い合わせ：町健康管理センター  ☎ 52 − 8481

毎月19日は
食 育 の 日

町の栄養士から

❶ 主食 /ごはん
252㌔㌍　塩分 0.0㌘
材　料　ごはん…150㌘

❷ 主菜 /肉豆腐
295㌔㌍　塩分 1.4㌘
材　料　 牛肉…70㌘、焼豆腐…100㌘、白ネギ…60㌘、しら

たき…60㌘、◆酒…大さじ２ ◆砂糖…大さじ１、
◆しょうゆ…小さじ１と 1/2、◆水…100㍉㍑

作り方 ① 牛肉は沸騰したお湯で色が変わるまで茹で、すく
い出してお湯をきっておく。

 ② しらたきをさっと茹でてお湯をきり、食べやすい
大きさに切る。

 ③ 焼豆腐は食べやすい大きさに、白ネギは厚さ１㌢
ほどの斜め切りにし、上の青い部分は小口切りに
する。

 ④ 鍋に◆を入れて火にかけ、煮立ったら①、②、③の
焼豆腐とネギの白い部分を入れて落としぶたをし
弱火で 10 分程度煮る。

 ⑤④を器に盛り、ネギの青い部分を散らす。

❸ 副菜 /菜の花のわさびマヨ
73㌔㌍　塩分 0.5㌘
材　料　 菜の花…40㌘、ニンジン…15㌘、●チューブわさ

び…少々、●マヨネーズ…小さじ２、●ポン酢…小
さじ 1/3

作り方 ① 菜の花は色よく茹でて冷水にとり、よく絞って３
㌢の長さに切る。ニンジンは細切りにして電子レ
ンジ 600W で火が通るまで加熱する。

 ② ボウルに●を入れ、①の野菜を加えて混ぜ合わ
せる。

❹ 副菜 /水菜のすまし汁
20㌔㌍　塩分 0.8㌘
材　料　 水菜…25㌘、ニンジン…15㌘、干ししいたけ…１

個、水…150㍉㍑、▼しょうゆ…小さじ 5/6、▼みり
ん…少々、▼酒…少々

作り方 ① 干ししいたけを水に浸しておく。
  ② 水菜を食べやすい長さに、ニンジンを細切りに

する。
 ③①のしいたけを取り出し、細切りにする。
 ④ 鍋に①の戻し汁を入れ、②と③と▼を入れて加熱

する。

❺ もう一品 /イチゴ
15㌔㌍　塩分 0.0㌘
材　料　 イチゴ…３個

❶❶

❷❷

❸❸

❹❹

問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）

2月の旬の食材
・菜の花
・白ネギ
・水菜
・イチゴ
※材料は全て 1 人分です

❺❺

最新のイベント情報は、「よかもんや」公式サイトか
インスタグラムでご確認ください。

イベント出店情報

【大蒜味噌】・【生姜味噌】
各150ｇ入／420円
販売者／（株）原田青果
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